




















令和２年７月３日から９日にかけて、梅雨前線が停滞した影響により、九州地方を
中心に記録的な大雨となりました。その後も前線は本州付近に停滞し、各地で河川
の氾濫や土砂災害等が発生し、甚大な被害をもたらしました。
沖縄総合事務局は、被災した自治体を支援するため７月10日から８月３日までの期
間、のべ120人･日のTEC-FORCE隊員を熊本県八代市及び相良村に派遣し、崩落し
た斜面や損壊した道路等の被害状況調査を支援しました。
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   支援実績の紹介

村長への調査結果報告（相良村）損壊した道路の調査状況（相良村）

崩落した斜面の調査状況（八代市）漂流物による道路封鎖状況（八代市）

情報共有会議の状況（九州地方整備局） 調査箇所の確認（九州地方整備局）

４．令和２年７月豪雨での活動
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